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ハムシの情報交換会「クリ・クラ」の誕生と，ササキクビボソ
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Introduction of "Chrysomelid Beetles Club Mailing List" and about the rediscovery of 
Lema (Lema) cyanella from Japan with illustrated keys to the related species

Yoko Matsumura, Shigemi Sasaki and Shôichi Imasaka

Abstract: Lema (Lema) cyanella Linnaeus, 1758 was recently rediscovered from Japan. This species has 
quite similar configuration with L. (L.) concinnipennis and L. (L.) cirsicola, and these three species were 
taxonomically confused. By these reasons, early records of the L. cyanella from Japan are recognized as 
identification mistakes. In another paper, we have revised the three species and recorded L. cyanella from 
Japan. We surmised the taxonomic confusions, and gave the diagnosis of the three species and illustrated 
keys to species including additional two similar species in this paper. A brief ecological note on L. (L.) 
cyanella was also reported. Additionally we introduced “Chrysomelid Beetles Club mailing list”, a mailing 
list for exchanging information about Chrysomelidae, which had greatly advanced our taxonomic study. 

はじめに
クビボソハムシ属 Lema（ハムシ科クビナガハム

シ亜科）に含まれる種は国内から 13 種が記録され
ており , そのスマートな形や金属光沢などにより
人気が高い．そのため本グループは , 日本産ハム
シ科において , 比較的分類や生態調査が進んでい
る群とされてきた．しかし , 近年になって , 新種記
載（Suzuki, 2008）やササキクビボソハムシの再発
見（佐々木，2009，2010；今坂，2009；Matsumura 
et al., 2011）が相次ぐなど分類学的研究や生態調査
の不足が浮き彫りになってきた．

クビボソハムシ属を含むハムシ科のように 18 世
紀から記載分類が進んでいる分類群では , タイプ標
本の検討 , 文献収集など分類学的研究に不可欠な過
程に , 研究機関に所属する研究者や大学院生の協力
が必須である．一方で , 個々の種の分布や生態調査
には , 綿密な調査，報告を行っているアマチュア研
究者や院生の力が欠かせない．したがって , プロと
アマチュアの垣根を越えた協力体制が日本のハム
シ相解明に不可欠であるが，これまでは両者の協
力関係が十分ではなかった．そういった背景から，

筆者の一人今坂を中心として , われわれはハムシの
情報交換会「クリ・クラ」を 2010 年に発足させた．

本報告文では , 「クリ・クラ」発足の成果第一弾
として，ササキクビボソハムシの発見から分類学
的再検討までの経緯と成果を , 「クリ・クラ」との
関連を交えながら時系列に沿って紹介する．さら
に今後 , ササキクビボソハムシの分布や生態の報告
を行いやすくするため , 形態的類似種との区別を容
易にする絵解き検索を提示し , 判別形質を示す．「ク
リ・クラ」をとおして日本のハムシ研究者の協力
関係がより綿密となり , 日本のハムシ相の解明をよ
り一層進める上で , 本報告文が一助となれば幸いで
ある．

ササキクビボソハムシの発見
クビボソハムシ属のうち , 中～大型（5–6 mm）

で背面が瑠璃色を呈する種としては , ルリクビボソ
ハムシ Lema cirsicola Chûjô, キバラルリクビボソハ
ムシ Lema concinnipennis Baly, トゲアシクビボソハ
ムシ Lema coronata Baly の 3 種が知られていた．

 最近になって , 筆者の一人佐々木により , 大分県
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日田市上津江町白草におけるギョウトクテントウ 
Hyperaspis gyotokui H. Kamiya の生態観察中に，ノ
アザミの葉上から見慣れぬ瑠璃色のクビボソハム
シが発見された（佐々木，2009）．同行した今坂も
一緒に確認し，さらに，九州西端の長崎・佐賀県
境に位置する大野原においても同種と思われる個
体を採集した．

  当初，今坂は，これがアザミ葉上で見つかった
ことから，単に小さいルリクビボソハムシと認識
していた．しかし , 佐々木は別の種とみなし，自身
が制作しメールで配信しているミニコミ誌（日田
博物ニュース）に，新種の可能性がある種として
掲載した．今坂も改めてオス交尾器を検鏡し，ル
リクビボソハムシを含む国内から記録のあるクビ
ボソハムシ属の種には該当しないことを確認した．
そこで , 大野原の甲虫類を記録した際に，（仮称）
ササキクビボソハムシとして報告し , 外部形態を図
示した（今坂，2009）．佐々木（2010）も同様に白
草産を記録している．

「クリ・クラ」の誕生
ちょうど同じ頃 , 今坂はハムシ好きの面々と，ハ

ムシ科の分類・生態に関する意見交換の場を作る相
談をしていた．そんな折に，ひょんなことから今坂・
佐々木がクビナガハムシ亜科を材料に研究を行っ
ている松村と接点を持ち , 松村が管理人，今坂・佐々
木両名が世話人ということで，メーリングリスト
を使用したハムシの情報交換会 Chrysomelid Beetles 
Club mailing list（略称「クリ・クラ」）を 2010 年 1
月 6 日にスタートさせた．

会を発足して 1 年 6 カ月ほどで , 会員数は 82 名
を数える．会員には，上は 70 代から下は 20 歳そ
こそこの学生まで，研究者，セミプロ，アマチュ
アの垣根を越えたハムシ好きの人々が集まってい
る．日々，ハムシに関するあらゆる情報がメール
を媒介として飛び交い，ホットな議論が交わされ
ている．

ササキクビボソハムシの同定と浮き彫りになった分
類学的混乱

ハムシ科の多くの種は大陸にも共通種が分布し
ており，日本産既知種との比較だけで未記載種と
判断するわけにはいかない．また既記載種の多く
はタイプ標本が国外に所蔵されていることが多く，
専門家もしくは研究施設に身を置くものとの接点
が必要であった．当初，佐々木と今坂は，専門家
である滝沢春雄氏に本種の同定を依頼することを
検討していた．しかし , 「クリ・クラ」立ち上げな

どで頻繁に連絡している松村が，当のクビナガハ
ムシ亜科を材料に研究していることもあり，松村
と協力して本種の分類学的調査を開始した．

さっそく本種の正体解明を始めたわけだが，学
名を調べる過程でさまざまな分類学的問題が浮き
彫りなった．筆者らはタイプ標本も確認しながら， 
それらを 1 つずつ検討・整理した（Matsumura et 

al., 2011）．
結論を述べると，本種は , ヨーロッパ（西端は

イギリス）からアジア（東端は韓国）までユーラ
シアに広く分布するアザミ類食の種として著名な
Lema (Lema) cyanella Linnaeus 1758 であることが判
明した．

実は，この種は上記学名の下に，古くはBaly (1873: 
Nagasaki, 正 確 に は cyanella の シ ノ ニ ム で あ る
puncticollis として記録 ) によって，さらに Winkler 
(1924–32) により，既に日本から報告されていた
のである．しかし，後の研究者（Chûjô & Kimoto, 
1961; Kimoto, 1964; 木元・滝沢，1994）により，「そ
の記録はルリクビボソハムシの誤同定であろう」
と，誤って判断され，取り消されてしまった．そ
のこともあって，元の 2 つの記録自体，国内の研
究者には忘れ去られていた．

さらに形態的に非常によく似たキバラルリク
ビボソハムシのシノニムとされている種（Lema 

haemorrhoidalis Weise, 1889; Lema inaequalicollis Pic, 
1924; Lema kiotensis Pic, 1924; Lema atriventris Pic, 
1924; Lema concinnipennis var. ventralis Kuwayama, 
1932）のタイプシリーズを検討したところ，その
中には，ササキクビボソハムシも誤って含まれて
いた．また，「日本固有種とされているルリクビ
ボソハムシは，L. (L.) cyanella のシノニムではない
か？」 という指摘も外国の研究者（Medvedev, 1982）
によってなされている．

つまり，ササキクビボソハムシ，ルリクビボソ
ハムシ，キバラルリクビボソハムシの 3 種につい
て，分類学的な混乱があった．筆者ら（Matsumura 
et al., 2011）は国内外の広い範囲から採られた標
本を比較し，ササキクビボソハムシ Lema (Lema) 
cyanella が他の形態的に類似した種から明確に区別
できることを示した．さらに，このことは Winkler 
(1924–32) の記録以来，約 80 年ぶりにササキクビ
ボソハムシが日本国内から再発見されたことをも
意味する．

ササキクビボソハムシと近似種との区別
クビボソハムシ類の採集経験の豊富な読者は，

キバラルリクビボソハムシとルリクビボソハムシ
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（以降，文中クビボソハムシを省略する）くらい，
瞬時に同定できると思われるかもしれない．

キバラルリは，その名のとおり腹が黄色いこと
で他の瑠璃色のクビボソハムシ類から容易に区別
ができると思われている．しかし，われわれが検
討した中国産キバラルリの 4 個体中 3 個体はキバ
ラならぬルリバラ（瑠璃色の腹部）であった（残
り 1 個体は未成熟）．国内産にもこの色彩変異型は
存在し，腹部の大部分が暗色で，基部の一部のみ
が黄色い個体はたびたび見られる．そうなると腹
の色だけでは，即座に両者が区別可能というわけ
にはいかない．

また，他の瑠璃色クビボソハムシ類がツユクサ
やイボクサなどツユクサ科を食草としているのに
対して，ルリは唯一のアザミ類食として知られて
おり，食草を見ればルリは採集時に同定が可能で
あると思われていた．

しかし，今回再確認されたササキは，形態的に
はキバラルリやルリと類似するうえ，同じアザミ
類食のルリとの関係から，寄主植物だけから断定
することもできない．国内産の中～大型で瑠璃色
のクビボソハムシ類中，トゲアシだけはオスが中
脛節内側に歯状突起を持ち，雌雄ともに頭頂部に
赤い帯を有することで，外形からでも比較的簡単
に区別ができる．トゲアシクビボソハムシを除い
た上記 3 種を区別するのは，必ずしも容易でなく，
過去において上述のような分類学的混乱があった
ことは十分理解できる．

本報文では，トゲアシも加えた 4 種の判別形質
ならびに簡易な同定を可能にするための絵解き検
索（1）を示した（図 5）．さらに，トゲアシの南日
本産色彩変異（クビアカ型）に類似し，同定に困
難が生じる思われるアカクビボソハムシについて
も絵解き検索（2）に加えた（図 6）．

ハムシ類に広く見られるように，クビナガハム
シ類も細く小型のものがオス，より太く大型のも
のがメスである．本種群の同定には体型の違いも
有用であるため，同定前に雌雄を区別しておくと
便利である．通常，雌雄で差が現れる腹部末端節
の形は，本種群ではほとんど差がないが，無毛領
域の有無で判別が可能である（後述）．さらに，種
によって程度は異なるが，オスでのみ第 1 腹板の
中央（前縁側）には縦の隆起線を装うことも雌雄
の判別に有用な形質である．また，本文中の各種
説明の後には，形態的類似種の識別に重要視さ
れているオス交尾器（特に median lobe の median 
orifice 側の突出部の形状）を写真で示した．

・ササキクビボソハムシ Lema (Lema) cyanella 

Linnaeus, 1758

判別形質： 体長 3.0–4.0 mm．頭，脚，腹部腹面
は黒色，前胸と鞘翅背面は瑠璃色．

頭頂部が盛り上がる．前胸背板の表面がやや密
な点刻で覆われる．鞘翅の点刻列間は平坦．腹部
腹面の毛はキバラに比べるとやや薄く，特に第１
節は薄い．メスの腹部第 5 節の腹面は，中央に無
毛領域がある．オス交尾器 median lobe は太くがっ
ちりしており，先端に向かって細くなる．先端は
やや丸みを帯びる．

国内分布 : 本州（愛知県・京都府），四国（徳島県・
愛媛県），九州（大分県・熊本県・長崎県）．主と
して低標高地の草原で採集されているが，1,000 m
近い高地にも生息していることが分かってきた（今
坂・大塚，2011）．

寄主植物： ノアザミ，ツクシアザミ，ヤナギアザミ．
成虫の活動時期： 4–10 月（九州）．

・キ バ ラ ル リ ク ビ ボ ソ ハ ム シ  L e m a  ( L e m a ) 

concinnipennis Baly, 1865

判別形質： 体長 5.0–6.5 mm．頭，脚は全体黒色．
腹部腹面の第 1，2 節は黒色・第 3–5 節が黄色の個
体が多い．前胸と鞘翅背面は瑠璃色．

頭頂部は平坦．前胸背板の表面は粗い点刻を装
う．鞘翅の点刻列間は平坦．腹部腹面は密な毛で
覆われる．ただし，メスの腹部第 5 節の腹面は，
中央に無毛領域がある．オス交尾器 median lobe は
ササキに比べ細く，両側は平行．先端は丸みを帯
びる． 

国内分布 : 北海道，本州，四国，九州，琉球．主
として低標高地の林縁や日陰の草地に生息．

寄主植物： ツユクサ．

図1. ササキクビボソハムシのオス交尾器
（左：側面, 中央：腹面, 右：背面）．

図2. キバラルリクビボソハムシのオス交尾器
（配列は図1と同じ）．
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成虫の活動時期： 4–8 月．

・ルリクビボソハムシ Lema (Lema) cirsicola Chûjô, 

1959

判別形質： 体長 5.5–6.2 mm．頭，脚，腹部腹面
は黒色，前胸と鞘翅背面は瑠璃色．

頭頂部はやや盛り上がる．前胸背板の表面は非
常に密な点刻に覆われる．鞘翅後半の点刻列間が
隆起する．腹部腹面はまばらに毛が生える．腹部
の毛は列状に配列する傾向がある．オス交尾器
median lobe はササキに比べ細く，先端に向かって
やや細くなる．先端はやや丸みを帯びる．

国内分布 : 北海道，本州，四国，九州．主として
高標高地の樹林内と林縁の草地に生息（九州では
標高 500 m 以上）．

寄主植物： アザミ類．
成虫の活動時期： 4–10 月．

・トゲアシクビボソハムシ Lema (Lema) coronata 

Baly, 1865

判別形質： 体長 5–6 mm．頭，脚，腹部腹面は黒色，
後頭部に赤い帯を有し，前胸と鞘翅背面は瑠璃色．
鹿児島以南の個体群は，前胸や脚と腹部の一部が
赤褐色を呈し（クビアカ型），アカクビボソハムシ

（Lema diversa）に酷似する（区別点は絵解き検索 （2） 
参照）．

頭頂部は平坦で滑らか．前胸は点刻を欠き滑ら
か．鞘翅の点刻列間は平坦．腹部腹面は密に毛で
覆われる．ただし，メスの腹部第 5 節の腹面は中
央に無毛領域がある．オス交尾器 median lobe はサ
サキに比べ細く，両側は平行．先端はやや角ばる． 

国内分布 : 本州，四国，九州，琉球．主として低
標高地の林縁や湿地周辺に生息．田の畦や休耕田
などイボクサが繁茂する場所では，非常に多くの

個体が観察される．
寄主植物： ツユクサ・イボクサ（ツユクサ科）．
成虫の活動時期：6–10 月．

また，大野（1967）はキバラルリとルリの中間
的形質を持つ種の存在を明記し新種の可能性を示
唆している（ミシマクビボソハムシと表記）．この
種は山口県見島の標本に基づくもので，提示され
ている写真は不鮮明であるが，形態や生態の記述
からこの記録もササキである可能性が高い．

この他，筆者らの標本調査から，ササキは大分，
長崎両県以外にも，愛知県，京都府，徳島県，愛
媛県，熊本県にも分布していることが明らかになっ
た．しかし，どこにおいてもキバラルリやルリに
比べ，個体数は極めて少ない．また，北日本から
は見つかっていない．

ササキクビボソハムシの生態
大分県日田市白草（佐々木）と長崎県大野原（今

坂）における 2009 年までの観察では，成虫は春に
はノアザミやツクシアザミ上で，秋にはヤナギア
ザミ上で見つかり，それらのスウィーピングによっ
ても採集された．その時点では，春のみに交尾中
のペアが観察されたことから，両地域では年１化
で，秋に新成虫が出現し，成虫で越冬した後，春
に交尾・産卵するものと推測された．

一方，同様にアザミ類を寄主とするルリは大野
原では同所的には生息していなかった．しかし，
日田市白草のツクシアザミの 1 群落では，ササキ
が出現し始める 5 月上旬にはまだルリは見当たら
なかったものの，中旬以降は同時に採れることが
あった．それでも，ルリは同地域内の数カ所に存
在するアザミ群落で多数生息していたにもかかわ
らず，ササキは限られた 1 群落でしか発見されな
かった．

2010 年も，引き続き日田市白草と大野原では
ササキ成虫が観察された．標高が 500 m に満たな
い低山地に位置するこの 2 産地では，4，5 月と
9，10 月の春と秋の 2 回成虫が出現した（今坂，
2011；佐々木，2011）．白草では 8 月末にも見られ
たが，盛夏には個体数が減少するような印象があ
る（佐々木，2011）．他方，1,000 m 近い高地の草
原である熊本県南小国町瀬の本高原では，7，8，9
月の夏の間を通じて本種が見られた（今坂・大塚，
2011）．また発生期間中，アザミの同じ株や，付近
の別の株にルリも見られ，高標高の草原では両種
が混生していることも確認された． 

図3. ルリクビボソハムシのオス交尾器
（配列は図1と同じ）．

図4. トゲアシクビボソハムシのオス交尾器
（配列は図1と同じ）．
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図5. 絵解き検索（1）－日本の大・中型クビボソハムシ亜属（瑠璃色）．
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最後に
今回，「クリ・クラ」というネットワークをもと

にササキの再発見から，さらに分類，分布，生態
に関して十分な情報を短期間に収集することがで
きた．今後，このように「クリ・クラ」を起点と
して，ハムシ科の自然史研究が促進され，多くの
研究者が輩出されることを願うばかりである．こ
の記事を読まれて，「クリ・クラ」に興味を持たれ
た読者は，筆者らまで連絡いただければ幸いである．

な お， 本 種 の 分 類 学 的 再 検 討 を 行 っ た 論 文
（Matsumura et al., 2011）で使用した標本は，北九州
市立いのちのたび博物館（上田恭一郎博士），愛媛
大学ミュージアム（吉富博之博士），末長晴輝氏，
および Jolivet P. 氏のコレクションなどを利用させ

ていただいた．鹿児島県と沖縄県のトゲアシ個体
群は，塚田　拓氏，杉本雅志氏のご好意により標
本を利用させていただいた．また，北海道大学の
大原昌宏博士・佐野正和博士には，原稿を添削い
ただき，有益なご指摘を多数いただいた．以上，
お世話になった方々に心より御礼申し上げる．

上記論文は，本文の共著者 3 名と，佐野正和・
大原昌宏との共同研究によるものであり，その一
部をここに紹介した．また，この研究は日本学術
振興会特別研究員制度（DC）および北海道大学サ
スティナビリティー・ウィーク 2009 から支援を受
けて行われたものである．

図6. 絵解き検索（2）－トゲアシの色彩変異（クビアカ型）とアカクビボソ．
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書評

見山　博　（著）
「暗闇の生きもの摩訶ふしぎ図鑑
—知られざる洞窟生物の世界—」

保育社
2011年 7月 11日発行 119 pp.　1,800円

著者の見山博さんは，私と同じ愛媛大学の昆虫
学研究室出身で，学術探検部の後輩でもある．当
初彼は漫画家を志したが，絵で「飯」を食うなど
至難の時代である．彼の懐具合は体形に現れ，めっ
たに太くなることはなかった．しかし，今では奥
本大三郎さんとのコンビで「ファーブル昆虫記」
の挿し絵を担当する「昆虫画家」としてその名を
知られる．もちろん今は太い．

さて本題に戻ろう．この本は，保育社の「生き
もの摩訶ふしぎ図鑑」シリーズの一冊で，見山さ
んの前著「昆虫摩訶ふしぎ図鑑」の続編でもある．
写真技術が飛躍的に進歩した近年，図鑑と言えば
ほとんどが写真集の感があるが，本書はすべて見
山画伯の自筆になる彩色画である．本来が虫屋で
あるから，絵の正確さは比類を見ない．そして漫
画家志望の面目躍如，著者自身が「ホラグマ先生」
として登場し，蘊蓄を傾けるし，洞窟探検の極意
も伝授する．

第 1 章（ようこそ，暗闇の世界へ）では地下生
物の起源や進化，学問としての洞窟学などの解
説から始まる．第 2 章（これが暗闇の生き物た

ち だ！） で は，
様々な節足動物
から魚類，貝類
まで，代表的な
洞窟生物につい
て，発見のエピ
ソードなどを交
えながら紹介し
て ゆ く． コ ラ
ム（わからない
ことがいっぱい
だ）では，近年
の研究成果に基
づいた未解明の
問題にも言及す
る．コーナー（ホラグマ先生のホラアナ講座）は，
著者自身の洞窟探検の経験に基づいた考えや技術
の紹介，エピソードなどが語られている．

これは，いわば見山さんのライフワークとして
の洞窟生物学，なかんずくチビゴミムシ探索の集
大成でもある．にもかかわらず，小学生が読んで
も十分に理解出来るように平易な文章で書かれ，
しかも虫屋が読んでも十二分に面白い．ページ毎
にまとまっているのでどこから読んでも楽しめ
る．価格も手頃で，書棚に並べる一冊として是非
ご一読をお勧めする．

（三浦市　大林延夫）


